
10月21日（金）に府中療育センター祭が実施され、 

高等部では3年ぶりに参加して、作業製品の外部販売を行い 

ました。販売ブースでは木工班、布工班、陶工班、 

エコリサイクル班（紙工部門・エコリサイクル部門）が力を 

合わせて作り上げた製品を、2，3年の清掃・事務班の生 

徒たちが販売してきました。 

最初は控えめな様子で不安気でしたが、少しずつセールストークも 

滑らかとなり、お客様の質問にも答えながら販売することができました。また、列ができる時間帯もあり、好評の

売れ行きで完売する製品も多数ありました。府中療育センターの方々から「次回もぜひ来てください」 

との言葉もいただき、大成功で終えることができました。1月のけやき祭（作業製品販売）に向けてよい刺激

となりました。引き続き、日々の作業学習の中で、みんなで力を合わせて取り組んでいきたいと思います！ 
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成長の節目を感じて 

副校長 小林 麻理  

２学期も残りひと月となりました。新型コロナウイルス感染症の第8波を受け、気の休まらない日が続いて

いますが、今学期は、感染症対策を取りながら学校行事（宿泊）や校外学習が実施でき、嬉しく思いま

す。 

保護者の皆様には、日々の健康観察をはじめ、安全で安心な学校生活を送れるようお力添えをいただ

き感謝申し上げます。 

学校行事は、日々の学校生活や授業の集大成であり、成果を発表する機会です。児童・生徒にとって

も、教職員にとっても、特別な思いをもって準備から当日まで臨んできています。 

よく、「節目になる」という表現がされますが、それは成長の記録を刻むことだと捉えます。一人一人がそれ

ぞれにふさわしい歩みをし、成長の記録を刻んでいく、それをみんなで確認できるのが学校行事なのではな

いでしょうか。その「節目」を感じることができるのも、御家庭の御理解と御協力があってのことです。学校は、

お子様を学校へ送り出していただいたり、授業を参観していただいたりしながら、保護者の皆様と共に成長

を感じ、喜び合う関係でいたいと日々努めております。2学期のまとめに向けて、また一つ歩を進められる学

校生活になることを願っています。 

 

★コラム 高等部【府中療育センター祭作業製品販売】★ 


